
 講座・部活動指導等の募集 Q＆A 

 現在、部活動の指導を行っている方に、指導することになったきっかけなどを 

Q＆Aとしてまとめましたので、申込みをする際の参考にしてください。 

 

Q＆A 

（Q1） 

 なぜ、部活動の指導をすることになったのか、そのきっかけは？ 

（A１） 

 地域のつながりで、指導者がいないとの相談を受けて、引き受けることになりま
した。最初は少ない頻度ではじめて、少しずつ定期的に指導をする形になりまし
た。 
  

（Q２） 

 どのくらい前から部活動の指導をしていますか？ 

（A２） 
 ５年前の方や１５年前から指導している方など、様々な方がいます。 

 

（Q３） 

 活動の頻度（回数、時間）はどのくらいですか？ 

（A３） 
週１回。休日（土曜日又は日曜日）のいずれか１日。時間は２時間から３時間程度。 

 
（Q４） 
 指導していた中で、よかったと感じたことは何ですか？ 
（A４） 
・子どもたちの成長の様子を見ることができること。 
・子どもたちの人生（青春）の一部に関わることができること。 
・子どもたちと一緒に感動を味わうことができること。 
（勝ったときの喜びや負けたときの悲しみを共有することができる。） 

 
 

（Q５） 
 登録しようと考えている方に対するアドバイス。 
（A５） 
 ・資格の有無は問わないので、子どもたちや顧問の先生たちとコミュニケーショ 
ンをうまく取れる方は、ぜひ、登録してください。 

 ・自分の好きなことを教えることの喜びを感じることができるので、自分自身の
やりがい、いきがいづくりのきっかけとしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



申込みから活動するまでのフロー図 

 

（網掛け箇所が申込みしていただいた方が行っていただくことになります） 

 

  

 

 

 

 

申込書を提出 

（尾張旭市 講座・部活動指導者登録申込書） 

依頼者・登録者の登録 

（生涯学習課で登録） 

 日程等を調整 

→活動の可・不可の返答 

  

※調整は、直接、依頼者と登録者で行っていた 

だきます。 

（必ずしも登録＝依頼ではありません。） 

市又は市で活動する団体の問合せを受付 

（生涯学習課が受付） 

 

例 「講座の指導者を探しています」、 

「部活動の指導者を探しています」、 

「学校の通学路のボランティアを探して 

ます」など 


